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1　
は

じ
め

に

　
平

成
元

年
3月

に
改

訂
さ
れ
た
中
学
校
学
習
指
導
要
領
と
一
部
改
正
さ

れ
た
学

校
教

育
法

施
行

規
則
で
は
，
従
前
の
も
の
に
比
べ
て
教
育
内
容
の

精
選

が
図
ら
れ
，
履
修
方
式
も

大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
1
｝
。
技
術
・
家
庭

科
に

っ
い
て
主
な
変
更
点
を
挙

げ
る
と
，

（
1）

男
子
は
技
術
系
列
中
心
，
女
子
は
家
庭
系
列
中
心
で
履
修
の
領
域
が
異

な
っ
て

い
た

従
前

の
取

り
扱

い
を
改
め
，
男
女
同
一
の
取
り
扱
い
と
し

た

こ
と

。

（
2）

時
代
の
進
展
へ
の
対
応
と
し
て
新
た
に
「
情
報
基
礎
」
及
び
「
家
庭
生

活
」

の
領
域
が
設
け
ら
れ
た
こ

と
。

（
3）

従
前
の
技
術
系
列
，
家
庭
系
列
か
ら
な
る
1
7領

域
が
，
次
の
11

領
域
に

整
理

・
統
合
さ
れ
た
こ
と
。

　
「

木
材

加
工

」
，

「
電

気
」
，

P
金

属
加

工
」

，
「

機
械

」
，

「
栽

培
」

，
「

情
報

　
基
礎
」
，
「
家
庭
生
活
」
，
「

食
物

」
，

「
被

服
」

，
「

住
居

」
，

「
保

育
」

。

（
の
こ
れ
ら
1
1領

域
の
う
ち
，

「
木

材
加

工
」

，
「

電
気

」
，

「
家

庭
生

活
」

及

び
喰

物
」

の
4
領

域
に

つ
い

て
は

，
す

べ
て

の
生

徒
に

共
通

に
履

修
さ

せ
る
領

域
似

下
，

共
通

履
修

領
域

と
い

う
。

）
，

他
の

7領
域

は
，

生
徒

の

興
味

関
心

等
に

応
じ

て
選

択
履
修
さ
せ
る
領
域
（
以
下
，
選
択
必
修
領
域

と
い

う
。

）
と

な
っ

た
こ

と
。

（
5）

履
修
方
法
に
つ
い
て
は

，
上
記
（
3
）
の
1
1領

域
の
う
ち
7領

域
以
上
を

履
修

さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
。

（
6
）
「

木
材

加
工

」
及

び
「

家
庭

生
活

」
の

2
領

域
に

つ
い

て
の

み
第

1学

年
で

履
修

さ
せ

る
こ

と
を

標
準
と
し
，
他
の
領
域
に
つ
い
て
は
履
修
学

年

を
示
し

て
い
な
い
こ
と
。

（
7
）
第

3
学

年
の

授
業

時
数

に
つ

い
て

は
上

限
，

下
限

の
幅

（
7
0～

1
05単

位
時
間
）

を
も

っ
て

示
さ

れ
た

こ
と

。

　
橋
本
ら

2｝
は

平
成

3
年

10
月

に
，

新
学

習
指

導
要

領
に

基
づ

い
て

作
成

さ

れ
た

中
学

校
技

術
・

家
庭

科
の
指
導
計
画
を
調
査
し
，
領
域
構
成
や
履

修

の
あ

り
方

の
変

更
に

伴
っ

て
様
々
な
問
題
が
生
ず
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
新

し
い

教
育

課
程

の
基

準
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
3
年
が
経

過
し

た
が

，
こ

の
間

に
従

前
に
は
な
か
っ
た
新
た
な
問
題
も
浮
か
び
上
が

っ
て

き
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
本

報
告

は
，

鳥
取

県
下

の
中
学
校
技
術
科
担
当
教
員
を
対
象
に
行
っ
た

質
問
紙
調

査
と

鳥
取

県
教

育
委

員
会

が
平

成
7
年

度
に

行
っ

た
調

査
3）

を
も

と
に

，
従

前
の

技
術

系
列

の
領
域
を
中
心
と
す
る
指
導
計
画
の
現
状
と
直

面
し

て
い

る
様

々
な

問
題

を
明
ら
か
に
し
，
さ
ら
に
，
技
術
科
教
育
の
現

在
及

び
将

来
の

あ
り

か
た

に
対
し
て
教
員
が
抱
い
て
い
る
意
識
を
調
査
す

る
こ
と
を

［
ヨ

的
と

し
て

い
る

。

2　
調
査
方
法
お
よ
び
内
容

2－
1調

査
方

法

　
・
調
査
時
期
　
平
成
8年

7月
。

　
・

調
査

対
象

　
鳥

取
県

下
の

公
立

中
学

校
の

技
術

科
担

当
教

員
。

　
・
調
査
方
法
　
質
問
紙
を
各
学
校
に
郵
送
し
，
無
記
名
の
回
答
を
郵
送

　
に
て
回
収
し
た
。

2－
2　

調
査
内
容

質
問

の
内

容
は

以
下

で
あ

る
。

［
1］

指
導

計
画

に
つ

い
て

お
伺

い
致

し
ま

す
。

　
1．

現
在
，
各
学
年
毎
に
実
施
し
て
い
る
領
域
と
授
業
時
数
を
ご
記
入

　
　
下
さ
い
。

　
2．

こ
の
よ
う
な
指
導
計
画
に
た
い
し
て
，
授
業
を
進
め
て
い
く
上
で

　
　
問
題
点
が
あ
る
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
（
他
教
科
と
の
関

　
　
係
，
授
業
時
数
，
共
修
，
な
ど
）

　
　
　
　
　
　
［
　
　
あ
る
　
　
　
な
い
　
　
　
］

　
3．

［
2
］

で
［

あ
る

］
と

お
答

え
の

方
に

お
伺

い
致

し
ま

す
。

3
－

1．
そ

の
問

題
点

と
は

ど
ん

な
こ

と
で

す
か

。
簡

潔
に

ご
記

入
下

さ
い

。

日
1］

各
領

域
の

指
導

に
関

し
て

お
伺

い
い

た
し

ま
す

。

　
1．

「
木

材
加

工
」

領
域

の
学

習
指

導
に

つ
い

て
お

伺
い

致
し

ま
す

。

　
1－

1．
「

木
材

加
工

」
領

域
の

指
導

で
困

難
を

感
じ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

　
　

　
か

。

　
　

　
　

　
　

［
　

　
あ

る
　

　
　

な
い

　
　

　
］

　
1－

2．
あ

る
と

お
答

え
の

方
に

伺
い

ま
す

。
そ

れ
は

ど
ん

な
こ

と
か

，
い

　
　

　
く

つ
で

も
具

体
的

に
お

書
き

下
さ

い
。

　
1－

3．
そ

の
よ

う
な

困
難

を
ど

の
様

に
工

夫
し

て
乗

り
越

え
，

指
導

し
て

　
　

　
お

ら
れ

る
か

，
お

教
え

下
さ

い
。

　
1－

4．
生

徒
用

個
人

持
ち

実
習

教
材

と
し

て
，

何
を

お
使

い
で

す
か

。

　
　

　
（

例
　

ア
ガ

チ
ス

材
本

立
て

キ
ッ

ト
）

以
下

，
「

電
気

」
・

「
機

械
」

・
「

金
属

加
工

」
・

「
栽

培
」

・
「

情
報

基
礎

」
の

そ

れ
ぞ

れ
の

領
域

に
つ

い
て

も
同

様
の

内
容

と
し

た
。

［
I
II］

中
学

校
に

お
け

る
技

術
科

教
育

の
現

在
及

び
将

来
の

あ
り

方
に

つ

　
　

い
て

，
ど

の
よ

う
に

お
考

え
で

し
ょ

う
か

（
自

由
記

述
）

。

3
　
調
査
結
果
と
考
察

・
技
術
教
室

キ
ー

ワ
ー

ド
　

中
学

校
，

技
術
・
家
庭
科
，
指
導
計
画
，
課
題

3－
1　

指
導

計
画

の
現

状
と

問
題

（
1）

履
修
領
域
と
履
修
学
年

　
改
訂
前
の
学
習
指
導
要
領
で
は
，
各
領
域
に
お
い
て
履
修
学
年
が
示
さ
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表
1　

履
修

領
域

数

数
値

は
す

べ
て

学
校

数
。

領
域

数
1　

　
年

2　
　

年
3隼

（
男
子
）

3年
（
女
子
）

領
域

数
全

学
年

（
男

子
）

全
学

年
（

女
子

）

2領
域

60
59

0
0

6領
域

0
0

3領
域

0
1

12
13

7領
域

12
13

4
領

域
0

0
46

43
8領

域
45

42

5
領

域
0

0
2

4
9領

域
3

5

表
2　

履
修

領
域

表
中

の
数

値
は

学
校

数
。

学
　

年
1
年

2　
　

年
3　

年
　

　
男

　
　

子
3　

　
隼
　
　
女
　
　
子

領
　

域

木
工

家
庭

金
工

電
気

情
報

食
物

被
服

金
工

電
気

機
械

栽
培

情
報

食
物

被
服

住
居

保
育

木
工

金
工

電
気

機
械

栽
培

情
報

食
物

被
服

住
居

保
育

東
部

24
24

2
4

1
2
4

13
6

17
5

24
3

4
18

2
2

2
22

10
23

5
24

中
部

1
2

12
1
2

1
2

8
10

3
12

2
1

1
9

1
3

丑
6

11
4

11

実
　
施
　
校
　
数

西
部

24
24

2
4

2
4

13
5

2
2

2
24

2
2

5
18

1
1

1
7

22
7

16
17

23

合
計

6
0

60
6
0

1
6
0

34
11

49
10

60
4

6
10

45
1

3
1

10
5

55
23

5
26

58

れ
て

い
た

が
，

こ
れ

が
改

め
ら

れ
，

「
木

材
加

工
」

お
よ

び
「

家
庭

生
活

」

の
2
領
域
に
つ
い
て
の
み
第
1
学
年
で
履
修
す
る
こ
と
を
標
準

と
し

，
他

の
領

域
の

履
修

学
年
に
つ
い
て
は
，
各
学
校
の
創
意
工
夫
を
十

分
に
生
か

し
て
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
表
1
は
，
鳥
取
県
教
育
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
鳥
取
県
の
公

立
中

学
校

（
東

部
24

校
，

中
部

12
校

，
西

部
24

校
，

合
計

60
校

）
に

お
け
る

必
修

教

科
と

し
て

の
技

術
・

家
庭

科
（

以
下

，
必

修
「

技
術

・
家

庭
」

と
い

う
。

）

の
学

年
別

履
修

領
域
数
及
び
全
学
年
の
履
修
領
域
数
を
示
し
て

い
る
。
表

2に
は

領
域

の
内

訳
を

示
す

。
表

中
の

数
値

は
い

ず
れ

も
学

校
数

で
あ

る
。

　
表
1
，
表
2
に
よ

れ
ば
，
全
て
の
学
校
に
お
い
て
第
1学

年
で
は

共
通

履

修
領
域
で
あ
る
「
木
材
加
工
」
と
「
家
庭
生
活
」
を
，
第
2
学
年

で
は

共

通
履
修
領
域
の
「
電
気
」
と
「
食
物
」
を
履
修
さ
せ
て
い
る

。
第

3
学

年

で
は
選
択
必
修
領

域
を
男
女
と
も
に
3
～
5
領
域
履
修
さ
せ
て
い

る
。

選

択
必
修
領
域
は
3領

域
以
上
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が

，
4

領
域
の
履
修
が
最
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
，
全
学
年
で
は
8
領
域

の
履

修

が
最
も
多
く
，
男
子
45校

（
75％

）
，
女
子
42校

（
70％

）
と
な
っ
て
い

る
。

各
領
域
は
，
一
部
の
学
校
を
除
き
，
1箇

学
年
で
履
修
さ
せ
て
い
る
。

　
第

3学
年

に
お

け
る

，
男

子
と

女
子

の
履

修
領

域
の

比
較

を
図
1に

示

す
。
男
子
で
は
「
情
報
基
礎
」
を
全
て
の
学
校
で
履
修
さ
せ
て
お

り
，
次

い
で

「
機

械
」

（
82％

）
，

「
保

育
」

（
75％

）
，

「
金

属
加

工
」

（
57％

）
の
履

修
が
多
い
。
女
子
で
は
「
保
育
」
（
97％

）
，
「
情
報
基
礎
」
（
92％

）
，

「
被

服
」

（
83％

）
，

ヂ
住

居
」

（
43％

）
の

履
修

が
多

い
。

今
回

の
改

訂
で

，
男

女
に
よ
る
教
育
機
会
の
差
異
を
無
く
し
，
共
通
履
修
領
域
と
選
択

必
修
領

域
の
領
域
構
成
と
な
っ
た
が
，
男
子
に
は
技
術
系
列
の
領
域
を
，
女
子
に

は
家
庭
系
列
の
領
域
を
履
修
さ
せ
る
学
校
が
多
く
，
選
択
必
修
領
域
の
履

修
に
関
し
て
は
，
教
育
機
会
の
均
等
と
い
う
観
点
か
ら
は
改
訂
の
意
図
が

必
ず

し
も

十
分

実
現

さ
れ

て
い

る
と

は
い

え
な

い
。

　
一
方
，
男
子
女
子
と
も
に
実
施
率
の
低
い
領
域
と
し
て
，
技
術
系
列
で

は
「

栽
培

」
（

男
子

17％
，

女
子

8％
）

及
び

「
金

属
加

工
」

（
男

子
57％

，

女
子

5％
）

が
挙

げ
ら

れ
，

家
庭

系
列

で
は

「
住

居
」

（
男

子
17％

，
女

子

1008060

4020o

金
工
　
　
　
電
気
　
　
機
械
　
　
　
栽

培
情

報
　

　
食

物
被
月
艮
　
　
｛
主
居

保
育

木
工

吻
男
子
　
吻
女
子

図
1
　
技
術
・
家
庭

科
で

履
修

さ
せ

る
領

域

　
　

　
縦

軸
は

鳥
取

県
内

の
全

公
立

校
に

対
す

る
百

分
率

を
表

す
。
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表
3
　
各
学
校
の
学

年
お

よ
び

領
域

毎
の

授
業

時
数

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

表
中

の
数

値
は

そ
れ

ぞ
れ

の
学

校
で

の
授

業
時

数
を

示
す

。

回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

学
年

・
領

域
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

木
工

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35

電
気

金
工

1
　
　
　
年

機
械

栽
培

情
報

木
工

電
気

35
3
5

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35
35

35

金
工

2　
　
　
年

機
械

栽
培

情
報

木
工

電
気

20

金
工

35
25

35
23

30
23

35
35

30

3　
　
　
年

機
械

23
30

30
35

30
35

25
26

25
25

20

栽
培

15
30

情
報

35
35

20
30

30
35

22
．
5

23
30

20
35

2⑪
22．

5
30

35
35

30
27

25
35

22
25

30

木
工

35

電
気

35

金
工

35

2　
　
　
年

機
械

35

栽
培

情
報

35
30

木
工

35
35

35

電
気

35
20

金
工

35
35

機
械

35

栽
培

3
5

情
報

35
35

35
15

35

自
由

35
35

10
0806G

40200

木
工
　
　
電
気
　
　
金
工
　
　
機
械

團
標
準

図
2
　
領
域
ご
と
の
授
業

時
数

脇
標

準
以

上

情
報

縦
軸

の
数

値
は

そ
の

領
域

の
実

施
校

に
対

す
る

百
分

率
を

表
す

。

43
％
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
こ

れ
ら
の
数
値
は
全
国
平

均
（
「
機
械
」
6
8％

，
「
金
属
加
工
」
46

％
，

「
栽
培
」
　
2
7
％
，
　
「
情
幸
艮
基
礎
」
　
8
6
％
，
　
「
被
月
6｛

」
　
6
6％

，
　
「
住
居
」
　
3
6
％
，

「
保

育
」

78％
）

4）
に

類
似

し
て

い
る

。

　
選
択

教
科

と
し

て
の

「
技

術
・

家
庭

」
（

以
下

，
選

択
「

技
術

・
家

庭
」

と
い
う

。
）

は
19
校

（
3
2％

）
が
第
2学

年
で
，
4
0
校
（
67％

）
が
第
3
学

年
で
履

修
さ

せ
て

い
る

。
技

術
系

列
に

つ
い

て
は

，
「

情
報

基
礎

」
領

域
を

な
し

（
13％

）

り
（

87％
）

図
3　

指
導

計
画

全
体

に
関

す
る

問
題

の
有

無
　

　
　

数
値

は
全

回
答

校
に

対
す

る
百

分
率

を
表

す
。

含
む

7
領

域
の

う
ち

か
ら

1領
域

選
択

さ
せ

て
い

る
学

校
が

多
い

（
80％

）
。

（
2）

各
学

校
の

指
導

計
画

　
表

3
は

，
各

学
校

に
お

け
る

技
術

系
列

（
「

情
報

基
礎

」
を

含
む

。
）

の

指
導
計
画
を
示
す
。
表
の
横
項
目
に
示
し
た
1か

ら
23ま

で
の
数
字
は
回

答
校

を
，

縦
項

目
に

示
し

た
必

修
「

技
術

」
，

選
択

「
技

術
」

は
そ

れ
ぞ

れ

必
修

「
技

術
・

家
庭

」
，

選
択

「
技

術
・

家
庭

」
の

技
術

系
列

領
域

を
表
し

て
い

る
。

表
中

の
数

宇
は

授
業

時
数

で
あ

る
。

　
図

2
は

必
修

「
技

術
Jの

領
域

毎
の

授
業

時
数

の
分

布
を

示
す

。
「

栽
培
」

は
実

施
校

が
少

な
い

（
2校

）
の

で
集

計
か

ら
除

い
た

。

　
共

通
履

修
領

域
は

ほ
ぼ

標
準

時
間

（
35時

間
）

で
実

施
さ

れ
て

い
る

。
選



14
西
田
英
樹
：
中
学
校
技

術
科
に
お
け
る
指
導
計
画
の
現
状
と
今
後
の
諸
課
題

択
必
修
領
域
の
「
金
属

加
工
」
，
「
情
報
基
礎
」
に
つ
い
て
は
標
準
時

間
（

20

－
30

時
間

）
よ

り
多

く
授

業
時

数
を

配
当

し
て

い
る

学
校

が
あ

る
。

こ
の

こ

と
は

，
学

習
指

導
要
領

で
示

さ
れ

た
選

択
必

修
領

域
の

標
準

時
間

が
共

通
必

修
領

域
の

そ
れ

よ
り

も
少

な
く

，
領

域
の

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

は
，

標

準
時

間
を

越
え

る
授

業
時
数
が
必
要
で
あ
る
と
の
教
育
現
場
の
判
断
が
あ

る
も

の
と

推
察

さ
れ
る

。
「

機
械

」
は

標
準

時
間

で
実

施
し

て
い
る

学
校

が

多
い

（
82
％

）
。

選
択
「
技
術
」
は
，
第
2
，
第
3学

年
に
開
設
さ

れ
て
い

る
が

，
前

に
も

述
べ
た
よ
う
に
，
全
学
年
で
1領

域
が
多
い
。
選

択
「
技

術
」

を
全

く
開

設
し

て
い
な
い
学
校
が
2
2％

あ
る
。
履
修
領
域
は
，
約
半

数
の

学
校

が
既

修
の
領
域
で
あ
る
。
領
域
と
し
て
は
「
情
報
基
礎

」
が
多

い
（
35
％
）
。
学
習
指
導
要
領
に
は
，
「
生
徒
の
特
性
等
に
応
じ
多
様

な
学

習

活
動

が
展

開
で

き
る

よ
う
各
領
域
の
内
容
に
つ
い
て
学
校
に
お
い

て
適
切

に
工

夫
し

た
学

習
活
動
や
地
域
の
実
態
に
即
し
た
学
習
活
動
を

取
り
扱
っ

た
り

，
未

修
の

領
域
を

履
修

さ
せ

た
り

す
る

。
」

こ
と

に
な

っ
て

い
る

が
，

領
域

の
設

定
，

内
容

は
学
校
事
情
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
の

が
実
状

で
あ
る
。

（
3）

指
導
計
画
の
実
施
に
お
け
る
諸
問
題

　
現

行
の

技
術

系
列

の
指
導
計
画
に
お
い
て
実
施
上
の
問
題
の
有
無
を
尋

ね
た
結
果
を
図
3
に
示
す
。
回
答
し
た
教
師
の
87

％
が
現
在
の

指
導

計
画

に
実

施
上

の
問

題
点

が
あ

る
と

し
て

い
る

。

　
問

題
点

と
し

て
挙

げ
ら

れ
た

具
体

的
な

内
容

は
，

「
電

気
」

が
第

2学
年

で
は

実
施

し
に

く
い
と

い
う

意
見

が
最

も
多

く
，

次
い

で
「

情
報

基
礎

」

を
第

1
学

年
か

ら
実

施
し
た
い
，
第
3
学
年
の
履
修
領
域
が
多
く
，
授
業
時

間
が

少
な

い
，

計
画
通

り
時

間
が

と
れ

な
い

な
ど

で
あ

る
。

こ
れ

以
外

に
，

指
導

計
画

に
関

連
す

る
こ

と
と

し
て

，
学

習
内

容
や

授
業

時
間

が
減

っ
た

，

男
女

共
学

が
で

き
な
い

，
2時

間
続

き
の

授
業

が
で

き
な

い
な

ど
が

あ
る

。

　
表

2に
見

ら
れ

る
よ
う
に
，
鳥
取
県
内
の
全
て
の
中
学
校
で
「

電
気
」

を
第

2学
年

で
履

修
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
場
合
，
理
科
で
の
電
気

学
習
と

の
関

係
で

困
難

が
生

ず
る
。
学
習
指
導
要
領
は
「
木
材
加
工
」
以
外
の
領

域
の

履
修

学
年

を
示

し
て
お
ら
ず
，
各
学
校
の
創
意
工
夫
を
十
分
に
生
か

し
て

定
め

る
こ

と
が
必

要
で

あ
る

と
し

て
い

る
。

他
県

2｝
で

は
第

2学
年

後

半
あ
る
い
は
第
3
学
年
で
履
修
さ
せ
て
い
る
例
も
あ
る
の
で
，
履

修
学

年

を
再
考
す
る
こ
と
も

必
要
で
あ
ろ
う
。

図
4

10
080

6040

2
00

木
工
　
　
電
気
　
　
金
工
　
　
機
械
　
　
情
報

　
　
　
　
　
　
㎜
あ
り
　
吻
な
し

領
域

ご
と

の
指
導
上
の
問
題
の
有
無

縦
軸

は
各

領
域
を
実
施
し
て
い
る
学
校
数
に
対
す
る
百
分
率
を
表

す
。

　
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
技
術
・
家
庭
科
の
電
気
」
と
「
理
科
の
電

気
壽

と
の

関
係

は
，

「
技

術
・

家
庭

科
」

と
「

理
科

」
，

さ
ら

に
は

「
技

術
」

と
「

科
学

」
の

関
係

の
問

題
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

「
技

術
・

家

庭
科
」
の
目
標
は
「
生
活
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
と
技
術
の
習
得
を
通

し
て
，
家
庭
生
活
や
社
会
生
活
と
技
術
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
理
解
を

深
め

，
進

ん
で

工
夫

し
創

造
す

る
能

力
と

実
践

的
な

態
度

を
育

て
る

。
」

と

な
っ
て
お
り
，
生
活
と
技
術
の
関
係
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が

，
科
学

と
技

術
の

関
係

は
入

れ
ら

れ
て

い
な

い
。

科
学

と
技

術
は

相
互

に
協

力
し

な
が
ら
急
速
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
，
科
学
教

育
と
技

術
教

育
を

統
合

化
し

た
新

し
い

科
学

技
術

教
育

の
必

要
性

が
指

摘
5｝

さ
れ

，

ま
た

ユ
ネ

ス
コ

で
も

問
題

に
さ

れ
て

い
る

6｝
。

中
学

校
レ

ベ
ル

で
も
理

科
，

技
術

の
統

合
化

を
，

そ
の

是
非

も
含

め
て

議
論

す
る

必
要

が
あ

ろ
う

。

3－
2技

術
系

列
の

各
領

域
ご

と
の

指
導

上
の

問
題

（
1）

領
域

毎
の

問
題

の
有

無

　
領
域
毎
に
問
題
の
有
無
を
調
査
し
た
結
果
を
図
4に

示
す
。

磯
培

」
は

デ
ー

タ
数

が
少

な
い

の
で

省
い

て
い

る
。

実
施

率
100％

の
「

木

材
加

工
」

，
「

電
気

」
，

「
情

報
基

礎
」

の
各

領
域

の
比

較
で

は
，

「
木

材
加
工
」

が
96％

と
一

番
回

答
が

多
く

，
「

電
気

」
が

87％
と

一
番

少
な

い
結
果

と
な

っ
た

。
「

木
材

加
工

」
は

教
材

や
指

導
方

法
の

一
層

の
工

夫
が

必
要

で
あ

ろ

う
。

（
2）

領
域

毎
の

問
題

の
内

容

　
領
域
毎
の
問
題
の
内
容
に
つ
い
て
の
個
々
の
回
答
を
内
容
の
関

連
す
る

も
の

毎
に

ま
と

め
て

，
以

下
に

示
す

7つ
の

項
目

に
分

類
し

集
計

し
た

。

（
a）

「
教

材
Jと

し
て

ま
と

め
た

も
の

　
　

機
械

・
機

器
・

工
具

・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
の

不
足

・
維

持
管

理
な
ど

。

（
b）

「
題
材
」
と
し
て
ま
と
め
た
も
の

　
　

実
習

題
材

の
選

定
・

実
用

性
な

ど
。

l
c
）

「
内

容
」

と
し

て
ま

と
め

た
も

の

　
　

指
導

内
容

が
浅

い
，

難
し

い
，

疑
問

を
感

じ
る

な
ど

。

（
d）

「
時

…
間

」
と

し
て

ま
と

め
た

も
の

1008060

40200
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團
教

材
　

　
肛

1題
材

　
　

口
内

容
　

　
目

時
間

E］
生

徒
目

教
師

騒
他

教
科

口
そ

の
他

図
5　

領
域

ご
と

の
問

題
の

内
容

数
値
は
各
領
域
で
問
題
が
あ
る
と
回
答
し
た
学
校
数
に
対
す
る
百

分
率

を
表

す
。
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時
間
数
不
足
。

（
e）

「
生
徒
」
と
し
て
ま
と

め
た

も
の

　
　

レ
デ

ィ
ネ

ス
の

差
，

興
味
関
心
の
差
，
身
体
的
な
差
，
進
度
差
，

生

　
　
徒

能
力

の
差

，
創

意
工

夫
の

困
難

さ
な

ど
。

（
f）

「
教
師
」
と
し
て
ま
と

め
た

も
の

　
　
教

師
の

力
量

不
足

，
免

許
外

担
当

な
ど

。

（
g）

「
他
教
科
」
と
し
て
ま

と
め

た
も

の

　
　

他
教
科
と
の
関
係
。

（
h
）

「
そ

の
他

」
と

し
た

も
の

　
　

費
用

。

　
集

計
結
果
を
図
5に

示
す
。
領
域
男
‖
に
み
る
と
，
「
木
材
加
工
」
で
は
生

徒
に
関

す
る

進
度

差
や

レ
デ
ィ
ネ
ス
の
問
題
が
44
％
と
最
も
多
く
，
つ
い

で
工
具

管
理

・
不

足
な

ど
教
材
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
時
間
不
足

を
挙
げ

る
も

の
が

多
い

。
時

間
不

足
は

実
習

で
頭

著
に

な
る

が
，

生
徒

個
々

の
進

度
差
や
工
具
不
足
と
も
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
，
工
具
類
の
i整

備
に

加
え
て

実
習

の
進

め
方

を
工

夫
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

ろ
う

。

「
電

気
」

で
は

実
習

題
材
の

選
定

を
挙

げ
る

も
の

が
30％

と
最

も
多

く
，

つ
い
で

生
徒

の
進

度
差

，
創

意
工

夫
が

で
き

な
い

こ
と

を
挙

げ
て

い
る

。

適
切

な
題

材
の

開
発

と
指
導
方
法
の
工
夫
，
学
習
内
容
の
再
検
討
が
必

要

で
あ
る
。

「
金
属
加
工
」
で
は
実
習
題

材
の

選
定

（
50
％

）
と

工
具

不
足

（
38％

）
が

多

い
。「
機
械
」
で
は
題
材
選
定
（
46

％
）
が
多
く
，
こ
の
ほ
か
自
転
車
や
ガ
ソ

リ

ン
機
関

な
ど

の
教

材
不

足
，
生
徒
の
興
味
関
心
の
差
，
内
容
が
浅
く
指
導

し
に

く
い
等
を
指
摘
し
て
い
る
。

「
情

報
基

礎
」

で
は

機
器

不
足

，
ソ

フ
ト

不
足

な
ど

の
教

材
整

備
に

関
す

る
内

容
が
45

％
と
最
も
多
く
，

っ
い

で
生

徒
に

関
す

る
も

の
（

レ
デ

ィ
ネ

ス
，

進
度
差

，
興

味
関

心
の

差
）

が
多

い
。

「
情

報
基

礎
」

で
は

教
師

の
力

量
不

足
を
指

摘
す

る
意

見
が

あ
る

。
内

容
男

‖
に

み
る

と
実

習
教

材
に

関
す

る
問

題
を

指
摘
す
る
意
見
が
他
領

域
に
く
ら
べ
て
「
木
材
加
工
」
・
「
情
報
基

礎
」

で
は
3
％
と
極
め
て
少
な
い
。
指
導
内
容
に
関
す
る
問
題
は
「
木
材
加
工
」

・

「
金
属
加
工
」
な
ど
加
工

を
中
心
と
し
た
領
域
で
は
な
い
が
，
「
電
気
」
や

「
機
械
」
で
は
15
％
程
度

あ
り
，
や
や
多
い
と
い
え
る
。

（
3
）
対
処
方
法

　
前

項
で

挙
げ

ら
れ

た
問
題
の
克
服
の
た
め
に
各
教
師
が
取
り
入
れ
て

い

る
工
夫

の
内

容
を

，
回

答
か

ら
原

文
の

ま
ま

以
下

に
示

す
。

（
a
）
教
材
に
関
す
る
問
題
へ

の
対

処
方

法

ア
　

工
具

不
足

に
対

し
て

　
・
工
具
を
個
人
購
入
縦
1）

さ
せ

る
。

　
・
教

科
の

予
算

の
大

半
を

木
工

工
具

の
購

入
に

あ
て

て
い

る
。

イ
　

工
具

不
足

に
よ

る
作
業
の
遅
れ
に
対
し
て

　
・
昼

休
憩

，
放

課
後

，
長

期
休

業
中

な
ど

に
補

充
学

習
を

さ
せ

て
い

る
。

　
・

作
業
季
順
を
班
ご
と
に
変
え
る
（
平
行
回
転
）
。

工
　

工
具

管
理

，
手

入
れ
に
対
し
て

　
・

時
間
を
割
い
て
縦
2）

調
整
，
管
理
し
て
い
る
。

　
・
定

期
的

に
点

検
，

修
理

し
て

い
る

。

オ
　

ソ
フ

ト
管

理
，

ソ
フ
ト
不
足
に
対
し
て

　
・
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
室

を
施

錠
し

て
い

る
。

　
・

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

利
用
の
基
礎
的
，
基
本
的
事
項
の
学
習
と
し
て
い

る

　
・
フ

リ
ー

ソ
フ

ト
を

入
手

し
て

い
る

。

注
1　

の
こ
ぎ
り
や
鉋
な
ど
学
校
が
揃
え
る
べ
き
工
具
の
一
部
を
，

生
徒

　
　

各
個

人
に

購
入

さ
せ

る
こ

と
を

い
う

。

注
2
　

刃
物

の
研

磨
等

は
勤
務
時
間
外
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

力
　

機
器

管
理

，
機

器
不

足
に

対
し

て

　
・

時
間

を
限

っ
て

作
業

さ
せ

，
待

時
間

を
こ

は
課

題
の

プ
リ

ン
ト

を
用
意

　
　
し
て
い
る
。

　
・

教
師

用
機

器
の

更
新

か
ら

行
っ

て
い

る
。

（
b
）
題
材
に
関
す
る
問
題
へ
の
対
処
方
法

ア
　

題
材

選
定

に
対

し
て

　
・

予
備

調
査

を
実

施
し

て
い

る
。

　
・

教
員

出
費

に
よ

り
購

入
し

て
研

究
し

て
い

る
。

　
・

毎
年

教
材

を
か

え
，

生
徒

の
興

味
関

心
を

考
え

て
い

る
。

（
c
）
内
容
に
関
す
る
問
題
へ
の
対
処
方
法

ア
　

内
容

が
浅

い
こ

と
に

対
し

て

　
・

ビ
デ

オ
，

実
物

模
型

等
で

指
導

し
て

い
る

。

イ
　

内
容

が
難

し
い

こ
と

に
対

し
て

　
・
い
ろ
い
ろ
な
実
験
を
取
り
入
れ
，
目
に
見
え
る
形
に
し
た
り
，
肌

で

　
　

感
じ

た
り

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。

（
Φ

時
間

に
関

す
る

問
題

へ
の

対
処

方
法

ア
　

時
間

不
足

に
対

し
て

　
・

指
導

内
容

を
精

選
（

割
愛

）
し

て
い

る
。

　
・

昼
休

憩
，

放
課

後
，

長
期

休
業

中
に

補
充

学
習

を
さ

せ
て

い
る

。

　
・

作
図

な
ど

の
時

間
を

減
ら

し
塗

装
も

し
な

い
。

　
・

す
ぐ

で
き

る
も

の
を

選
定

す
る

。

（
e）

生
徒
に
関
す
る
問
題
へ
の
対
処
方
法

ア
　
レ
デ
ィ
ネ
ス
の
差
，
不
足
に
対
し
て

　
・

基
礎

的
技

術
修

得
に

時
間

を
か

け
て

い
る

。

　
・
練
習
材
の
使
用
に
よ
り
ど
の
生
徒
に
対
し
て
も
一
応
道
具
の
使
い

方

　
　
を
体
験
さ
せ
る
。

　
・

練
習

材
を

別
途

購
入

し
て

工
具

の
体

験
を

さ
せ

て
い

る
。

イ
　

興
味

関
心

の
な

さ
に

対
し

て

　
・

興
味

を
持

た
せ

る
た

め
に

い
ろ

い
ろ

な
実

験
を

取
り

入
れ

て
い

る
。

　
・

で
き

る
だ

け
身

近
な

も
の

を
例

に
し

な
が

ら
指

導
し

て
い

る
。

ウ
　

個
別

指
導

に
対

し
て

　
・

一
人

一
人

見
る

機
会

を
つ

く
る

。

　
・

実
技

テ
ス

ト
な

ど
を

お
こ

な
う

。

工
　

進
度

差
に

対
し

て

1
0080

60

4
0

200

木
工

電
気

金
工

機
械

皿
キ
・
ト
圏
酢
口
熱
図
そ
の
他

図
6
　

実
習

用
の

教
材

数
値
は
そ
の
領
域
で
製
作
さ
せ
て
い
る
教
材
の
総
数
に
対
す
る

百
分

率
を

表
す

。
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西
田
英
樹
：
中
学
校
技
術
科
に
お
け
る
指
導
計
画
の
現
状
と
今
後
の
諸
課
題

　
・

教
材

選
定

を
工

夫
し

て
い

る
。

　
・

個
人

に
あ

っ
た

教
材
（
遅
れ
が
ち
な
生
徒
に
は
簡
単
な
も

の
を
設
計

　
　
さ
せ
る
）
を
選
ぶ
。

　
・

助
け

合
い

や
早

い
生

徒
に

は
塗

装
を

さ
せ

る
。

　
・
遅
い
生
徒
に
あ
わ
せ
る
。

　
・

班
で

協
力

し
て

，
終

わ
っ

た
子

ど
も

は
友

だ
ち

の
手

伝
い

を
さ

せ
る

。

　
・

放
課

後
，

休
み

な
ど

を
利

用
し

て
作

業
す

る
。

オ
　

生
徒

の
能

力
が
低
い
こ
と
に
対
し
て

　
・

班
活

動
で

の
教

え
合

い
を

さ
せ

て
い

る
。

（
f）

教
鰍
こ
関
す
る

問
題

へ
の

対
応

方
法

ア
　

教
師

の
力

量
の

不
足

に
対

し
て

　
・

他
教

科
の

先
生

や
教

材
販

売
店

の
指

導
を

受
け

な
が

ら
や

っ
て

い
る

。

　
・

機
械

類
は

必
ず

試
運
転
を
し
て
自
信
を
持
っ
て
か
ら
指
導

す
る
よ
う

　
　
に
し
て
い
る
。

　
こ

の
よ

う
に

，
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
の
解
決
方
法
と
し
て
は
一

般
的
な
も

の
が

多
い

が
，

独
自
に
工
夫
し
て
い
る
教
師
も
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
教
師

の
工

夫
が

一
教

師
の
み
で
終
わ
ら
ず
，
他
校
の
教
師
に
も
伝
わ
る
よ
う
な

情
報

伝
達

の
手

段
を

考
え
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
パ
ソ
コ
ン

に
よ
る
教

育
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
等
を
利
用
し
た
技
術
教
師
相
互
の
情
報
交
換
も
一

つ
の
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

3
－

3
　

実
習

用
の

教
材

　
「

木
材

加
工

」
，

「
電
気
」
，
「
金
属
加
工
」
，
「
機
械
」
の
4領

域
に
つ

い
て

，

現
在

実
習

に
使

用
し
て

い
る

教
材

を
，

市
販

の
半

完
成

品
教

材
（

キ
ッ

ト
）

と
，

設
計

か
ら

材
料
の
加
工
・
組
立
ま
で
す
べ
て
教
師
や
生
徒

が
お
こ
な

っ
て

い
る

も
の

（
自
作
教
材
）
と
に
分
類
し
て
集
計
し
た
結
果
を
図
6
に

示
す

。

　
こ

の
結

果
か

ら
，
「

木
材

加
工

」
で

は
自

ら
考

案
し

た
教

材
を

扱
う

実
習

が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「

電
気

」
領

域
で
は

圧
倒

的
に

市
販

の
半

完
成

品
教

材
の

利
用

が
多

い
。

こ
の

こ
と

は
技

術
科
の
教
育
目
標
か
ら
す
れ
ば
望
ま
し
く
な
い

こ
と
で
あ

る
。

電
気

エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
用
や
電
気
の
機
能
的
な
利
用
に
関

し
て
の
基

本
的

な
事

柄
を

し
っ
か
り
と
理
解
さ
せ
，
実
践
し
よ
う
と
す
る
態
度
や
能

力
を

養
う

た
め

の
，
男
女
共
修
に
適
し
た
指
導
内
容
の
検
討
と
共
に
，
適

切
な

題
材

や
教

材
を
開
発
す
る
こ
と
が
特
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ

う
。

3－
4　

中
学
校
技
術
教
員
か
ら
見
た
技
術
科
教
育
の
現
状
と
将

来

　
本

調
査

の
自

由
記
述
意
見
に
，
技
術
科
教
育
の
現
状
と
課
題

を
探
っ
て

み
た

。
意

見
と

し
て
は
，
現
状
・
将
来
と
も
技
術
・
家
庭
科
の
目
標
に
関

す
る

も
の

が
最

も
多
く

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

（
D現

状
に

対
す

る
意

見

　
技
術
科
教
育
の
目

標
に
関
し
て
は
，

　
・

技
術

科
教

育
で
何
を
教
え
て
い
く
の
か
，
改
め
て
考
え
て

み
る
必
要

　
　

が
あ

る
。

　
・

技
術

科
教

育
の
目
指
す
方
向
が
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
存
在

　
　
意
義
が
薄
れ
て

い
く
。

　
・

こ
の

教
科

を
学
ぶ
こ
と
の
必
然
性
が
生
徒
に
も
な
く
な
っ

て
き
て
い

　
　
る
よ
う
な
気
が

す
る
。

　
・

義
務

教
育

の
中
で
の
技
術
教
育
の
あ
り
方
を
ど
う
確
立
す

る
か
が
課

　
　
題
で
あ
る
。

　
・

技
術

・
家

庭
科
の
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
生
活

に
必
要
な

　
　

技
術

の
習

観
を
外
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
内
容
，
時
間
数
に

関
し
て
は
，

　
・

今
回

の
改

訂
に
よ

り
，

各
領

域
と

も
内

容
に

深
ま

り
が

な
く
な

っ
た

。

　
・

授
業

時
数

が
足

り
な

い
。

そ
の

上
，

第
3学

年
の

授
業

時
数

と
し

て
，

　
　

下
限

（
70時

1間
）

を
取

ら
ざ

る
を

得
な

く
な

っ
て

い
る

。

　
・

時
代

の
変

化
に

対
応

す
る

内
容

に
な

っ
て

い
な

い
。

　
生

徒
，

教
師

の
実

体
に

関
し

て
は

，

　
・
興
味
，
関
心
を
持
っ
て
意
欲
的
に
取
り
組
む
生
徒
が
少
な
く

な
っ
て

　
　

い
る

。

　
・

体
を

使
う

作
業

に
抵

抗
を

示
す

生
徒

が
増

え
て

い
る

。

　
・
実
践
を
す
る
こ
と
，
体
験
す
る
こ
と
の
大
切
さ
億
義
）
が
わ

か
っ
て

　
　

い
な

い
教

員
が

増
え

て
い

る
。

　
男

女
共

修
に

つ
い

て
は

，

　
・

男
女

共
修

は
す

ば
ら

し
い

こ
と

だ
。

　
・

教
員

組
織

等
の

事
情

に
よ

り
，

共
学

が
で

き
な

い
学

校
が

あ
る
。

等
の
意
見
が
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
男
女
共
修
に
つ
い
て

は
肯
定

的
で
あ
る
が
，
現
行
の
目
標
，
内
容
，
授
業
時
数
に
つ
い
て
は
不

満
が
多

い
。

生
徒

の
興

味
関

心
の

低
下

に
つ

い
て

は
，

ヂ
木

材
加

工
」

や
ヂ

金
属

加

工
」
で
物
を
作
ら
な
く
て
も
，
欲
し
い
物
は
容
易
に
入
手
で
き
る

社
会
に

な
っ
た
こ
と
を
そ
の
原
因
と
し
て
挙
げ
て
い
る
教
員
が
多
い
。
こ

れ
に
対

し
て

は
，

指
導

法
に

問
題

が
あ

る
と

す
る

意
見

も
述

べ
ら

れ
て

い
る

。

（
2）

将
来

に
つ

い
て

の
意

見

　
技

術
・

家
庭

科
の

将
来

に
つ

い
て

の
意

見
は

，
（

a）
従

来
の

技
術

・
家

庭

科
の

枠
組

み
の

中
で

今
後

の
あ

り
方

を
述

べ
た

も
の

と
，

（
b）

枠
組

み
を

越

え
て

述
べ

た
も

の
と

の
二

つ
に

大
別

さ
れ

る
。

（
a）

従
来
の
枠
組
み
を
前
提
と
し
た
意
見

　
こ

の
よ

う
な

意
見

と
し

て
は

，

　
・

物
を

作
る

人
間

の
営

み
を

教
え

る
教

科
で

あ
る

。

　
・
物
を
作
る
喜
び
，
生
み
出
す
喜
び
な
く
し
て
は
，
技
術
・
家

庭
科
は

　
　
あ
り
得
な
い
。

　
・
こ
の
教
科
の
良
さ
は
，
生
徒
と
教
師
，
生
徒
と
生
徒
と
の
触

れ
合
い

　
　

の
中

で
物

を
作

り
な

が
ら

行
う

人
間

教
育

で
あ

る
。

　
・
技
術
・
家
庭
科
で
は
，
物
作
り
を
通
し
て
生
徒
一
入
ひ
と
り

に
個
別

　
　
教
育
が
な
さ
れ
て
お
り
，
今
後
益
々
「
個
を
生
か
す
」
教
育

の
中
心

　
　

的
教

科
と

な
っ

て
行

く
で

あ
ろ

う
。

　
・

技
術

・
家

庭
科

．
を

学
習

す
る

こ
と

に
よ

り
，

身
の

回
り

の
物
に

目
が

　
　

向
け

ら
れ

た
り

，
物

の
有

り
難

さ
を

感
じ

て
く

れ
る

よ
う

に
な
る

。

　
・
い
じ
め
，
不
登
校
な
ど
の
問
題
が
あ
る
が
，
一
人
ひ
と
り
を

大
切
に

　
　
し
て
生
き
生
き
と
取
り
組
む
技
術
教
育
が
な
さ
れ
れ
ば
，
そ

れ
ら
の

　
　

問
題

解
決

の
切

り
札

的
教

科
と

な
り

う
る

。

　
・

最
新

の
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

追
い

か
け

て
行

く
よ

り
も

，
Do・

lt－
Yourse王
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の
精

神
を

生
か

せ
る

教
科

で
あ

り
た

い
。

　
・

技
術

の
歴

史
的

な
こ

と
も

大
切

に
し

て
い

き
た

い
。

　
・

生
産

現
場

で
の

体
験

学
習

を
さ

せ
た

い
。

　
　
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
物
作
り
を
通
し
て
行
う

人
間
教

　
　

育
の

大
切

さ
を

訴
え

る
も

の
で

あ
る

。

（
b）

従
来

の
教

科
あ

る
い

は
領

域
の

枠
組

み
を

越
え

た
意

見

　
こ

の
よ

う
な

意
見

と
し

て
は

，

　
・
理
科
，
社
会
な
ど
の
他
教
科
と
の
融
合
を
図
る
。
た
と
え
ば

，
環
境

　
　

を
軸

と
し

た
新

し
い

領
域

を
設

定
す

る
。

　
・

従
来

の
「

木
材

加
工

」
「

金
属

加
工

」
等

の
領

域
を

融
合

し
て

は
ど

う

　
　
か
。

　
・

技
術

習
得

の
学

習
か

ら
情

報
中

心
の

学
習

へ
と

転
換

し
て

い
く
。

　
・

技
術

と
家

庭
科

を
分

離
し

て
は

ど
う

か
。

　
・

小
中

高
で

技
術

教
育

を
。

な
ど

が
み

ら
れ

た
。

近
年

，
技

術
科

教
育

の
新

し
い

枠
組

み
に

つ
い
て

・

先
導
的
な
提
案
7－

11）
が
な
さ
れ
て
い
る
が
，
鳥
取
県
に
お
け
る
教
育
現

場
で



鳥
取
大
学
教
育
学
部
教
育
実
践
研

究
指

導
セ

ン
タ

ー
研

究
年

報
　

第
6号

　
1997年

3月
17

は
，
現
段
階
で
は
少
数
意
見
で
あ
る
。

　
そ
の

他
，

（
a）

（
b
）

ど
ち

ら
に

も
入

ら
な

い
意

見
と

し
て

，

　
・
20人

学
級
に
し
て
欲
し

い
。

　
・
実
習
助
手
の
配
置
を
。

な
ど
が

あ
っ

た
。

　
こ
れ

ら
は

，
教

員
の

切
実
な
声
で
あ
り
、
今
後
の
技
術
科
教
育
の
あ

り

方
を

探
る

上
で

極
め

て
重

要
な

意
見

と
考

え
る

。

4　
ま

と
め

　
鳥

取
県

内
の

中
学

校
に

お
け
る
技
術
系
列
の
領
域
履
修
の
実
態
と
，
教

師
が

直
面

し
て

い
る

指
導
上
の
問
題
点
を
調
査
し
た
。
本
調
査
で
は
全
中

学
校

6
0校

に
対
し
て
回
答
は
2
3校

で
あ
り
回
収
率
（
3
8％

）
は
低
か
っ
た
が

，

鳥
取

県
教

育
委

員
会

の
調
査
と
総
合
す
る
こ
と
に
よ
り
，
い
く
つ
か
の
問

題
点

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

（
1
）

技
術

・
家

庭
科

と
し
て

，
第

1学
年

で
は

「
木

材
加

工
」

と
「

家
庭
生

活
」
の

2
領

域
を

，
第

2学
年

で
は

P
電

気
」

と
「

食
物

」
の

2
領

域
を

履
修
さ

せ
て

い
る

の
に

対
し

て
，

第
3学

年
で

は
3
領

域
か

ら
5
領

域
を

履
修

さ
せ

て
お

り
，

第
3
学
年
の
履
修
領
域
数
が
多
い
。

（
2
）
今
回
の
改
訂
で
男
女

に
よ
る
教
育
機
会
の
差
を
な
く
す
こ
と
が
盛
り

込

ま
れ
た

が
，

現
在

も
な

お
，
男
子
と
女
子
に
は
履
修
領
域
に
明
か
な
差

が

認
め

ら
れ

る
。

（
3
）
選
択
必
修
領
域
の
内
，

男
女

共
に

実
施

率
が

特
に

低
い

領
域

と
し

て
「

栽

培
」
（

男
子

17
％

，
女

子
8％

）
が

挙
げ

ら
れ

る
。

こ
れ

は
，

全
国

的
な

傾

向
で

あ
る

。
逆

に
実

施
率

が
特

に
高

い
領

域
と

し
て

，
「

情
報

基
礎

」
（

男

子
100

％
，
女
子
92％

）
と
「
保
育
」
（
男
子
75

％
，
女
子
97

％
）
が
挙
げ

ら

れ
る

。

（
4
）
共
通
履
修
領
域
の
授

業
時
数
は
ほ
ぼ
標
準
通
り
で
あ
る
が
，
選
択
履

修

領
域

の
授

業
時

数
は

標
準

よ
り
多
い
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
標
準
と
す

る
時

間
が

短
く

定
め

ら
れ

て
お
り
，
十
分
な
学
習
効
果
を
得
る
た
め
に

は

共
通

履
修

領
域

と
同

等
の
時
間
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
推

察
さ

れ
る

。
現

状
で

は
一
つ
の
領
域
は
一
箇
学
年
に
ま
と
め
て
実
施
さ
れ

て
い
る

が
，

生
徒

の
発

達
段
階
に
応
じ
て
複
数
の
学
年
に
ま
た
が
っ
て

実

施
す
る

よ
う

な
方

策
も

試
み
る

価
値

が
あ

ろ
う

。

（
5
）

指
導

計
画

上
の

問
題
に

っ
い

て
は

，
第

2学
年

で
電

気
を

履
修

さ
せ
て

い
る

こ
と

を
挙

げ
る

も
の

が
最

も
多

か
っ

た
。

（
6）

領
域
毎
の
最
多
の
問
題
点

は
以

下
の

通
り

で
あ

る
。

　
「

木
材

加
工

」
の

指
導

上
の
問
題
で
は
進
度
差
や
レ
デ
ィ
ネ
ス
，
時
間

不
足
を

挙
げ

る
も

の
が

多
い

。
「

電
気

」
の

指
導

上
で

は
生

徒
の

発
達

段
階

に
み
あ

っ
た

実
習

の
題

材
が
無

い
と

す
る

意
見

が
多

い
。

「
金

属
加

工
」
で

は
工

具
不

足
と

題
材

選
定

の
困

難
を

指
摘

す
る

意
見

が
多

い
。

「
機

械
」

で

は
時
間

数
不

足
か

ら
実

習
を
課
さ
ず
，
短
時
間
の
学
習
で
済
ま
せ
る
傾

向

が
伺
わ

れ
る

。
「

情
報

基
礎
」
で
は
機
器
が
2
人
に
1台

し
か
な
い
こ
と

へ

の
不
満

が
多

い
。

　
こ
れ

ら
の

問
題

の
解

決
方
法

と
し

て
各

教
師

が
工

夫
し

て
い

る
事

柄
を

，

他
の
教

師
も

共
有

で
き

る
よ
う

な
情

報
交

換
の

手
段

も
必

要
で

あ
る

。

（
7
）
実
習
に
用
い
る
教
材
に
つ
い
て
は
，
「
木
材
加
工
」
で
は
独
自
に
考
案

し
た
も
の
が
多
い
が
，
「
電
気
」
で
は
ほ
と
ん
ど
が
半
完
成
品
教
材
で
あ
る
。

（
8
）
技
術
科
教
育
の
現
状

と
将
来
に
対
す
る
自
由
記
述
意
見
で
は
，
現
状

の

男
女
共

修
に

つ
い

て
は

肯
定
的
意
見
が
多
い
が
，
目
標
，
内
容
，
授
業

時

数
に
つ

い
て

は
不

満
の

声
が
多
い
。
将
来
に
つ
い
て
は
，
従
来
の
枠
組

み

を
前

提
と

す
る

場
合

，
こ

の
教
科
の
特
徴
は
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
の

中

で
物
を

作
り

な
が

ら
行

う
人
間
教
育
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
い
。
さ

ら

に
，

一
人

一
人

を
大

切
に
し
た
「
個
を
生
か
す
」
教
育
の
中
心
的
教
科
に

な
る

と
す

る
意

見
も

あ
る

。
従

来
の

枠
組

み
を

越
え

た
意

見
と

し
て

は
，

他
教
科
，
複
数
領
域
の
融
合
を
図
り
，
内
容
の
再
編
成
が
必
要
と
す
る
意

見
が

少
数

な
が

ら
あ

る
。

　
ま
た
，
小
中
高
一
貫
し
た
技
術
教
育
を
望
む
声
や
，
20人

学
級
を
望
む

声
も

少
数

な
が

ら
あ

る
。

　
以
上
の
よ
う
に
，
今
回
の
改
訂
の
主
旨
の
一
つ
で
あ
る
男
女
の
教
育
機

会
の
均
等
化
に
対
し
て
は
，
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
が
従
前
に
比

べ
れ

ば
履

修
さ

せ
る

領
域

に
広

が
り

が
見

ら
れ

る
。

　
一

方
，

男
女

と
も

，
履

修
さ

せ
る

領
域

に
は

偏
り

が
見

ら
れ

，
「

栽
培

」

を
履

修
さ

せ
る

学
校

は
少

な
い

。
「

栽
培

」
で

は
作

物
の

栽
培

技
術

ば
か

り

で
な
く
，
環
境
問
題
や
食
糧
生
産
に
関
わ
る
農
業
問
題
な
ど
幅
広
い
学
習

が
可

能
で

あ
り

，
今

後
よ

り
多

く
の

授
業

実
践

を
積

み
上

げ
，

技
術

教
育

の

教
育
内
容
を
豊
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
履
修
さ
せ
る
領
域
の
決
定
に

あ
た
っ
て
は
教
師
の
技
術
教
育
に
対
す
る
指
導
観
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
。

　
現
場
教
師
の
多
く
は
，
技
術
科
教
育
は
物
作
り
を
通
し
て
行
う
人
間
教

育
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
，
現
行
の
目
標
，
内
容
，
授
業
時
数
に
対
し
て

不
満

を
感

じ
て

い
る

。
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